
くオールインワソ葵文読解®> Lv.* 
田蓑商言司＋ everの如略←要文法超基礎＠）

-ever(!)ついた who(m}ever』油吐ever, whichever i寸（
導く用法と（ ）を導く用法があり、その識‘月！」が必要I
（例1) 拙四迂＿炉ぉ祐e job 韮上臨 a Iot冴 WO代［如 dol

ｮ ｮ • 
→ svoで Whoeverで始まるカタマリが、文全体の（ ）とな‘つでい恣ので
< ＞叫動き．I... ,jと訳す。
r 知識についた人は誰でもしな而lei:な翠ぃ仕事が為＜麟

如）伽玉⑰翠麟児贔血門万旦愕署oc'leto fl)(J)形

→ Whoeverで始ま旬吟マリの後（ ）があリ SVOC文型が統ぃている
{f)で、このカタマリは( )(/)衝走！ r →と訳。
直が来ても私は（その人を）中に入れません.J

如 •Which• who(m陪erの読解
wh血汲r 名詞蹄 r：［こh二｝（ L( ) ｀言疇
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wherever-• whenever • howeverの読解
• ( )(/)叶を作る．／ howeverは（
① wherever+Sv’; 
@ whenever-+ ~v': 
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@ however-+ s'v'~ r 

however＋厖／篭 S'V: r 
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）をセットで！
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（例3)(Wheteverl go) l aIwa侭叫ke rny mmem WI'茄 rne.
どこへ行くにも私（如＼つもカメラを持ってい<..J

圏）＼ Whenever l had free廿me,) l sperrt It ぼ威t'ng.
r時間があるときはいつでも私1ま和時閤を読書に使素ミ」
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回仮主語様文
名蔀のカタマリを主語にお‘くと、主語が長くなリ、バランズが悪くな忍•
• ( )を形式的に主語としておき、名詞のカタマリを後歪匹！
この 11;は r形式＇主語／庭譴、後ろに回された名言酌のカタマリ Iぶ真主謁
と呼ばれる。

庭語がtが指認モJ
ｮ()/  ():,. 

k is Important<to釦dy号Ilshジ類語峠這することは訥砕｀.J
i侭3--------_ ―-9 転

It is a lot of如n く砧i噌加you> あなたとお話しするのは
加：蕊恥mでぽryはX とても楽しいです.J

:.2) ( )  : r 

上is a pity＜如仰ca.nj(X)me ゎ拍e 四~y>
.._________----9 r君がl\し舌ーに来られない(!)It残念なこと怠

®():『

It IS do油函1 ＜曲e出er he willoome or not> 
蔭が来翫‘と燐‘は揆わし＼＼

生）（）
Jt doesn't rno.tter < bow_ many people a心 doing (t> 

--- - -^  rとれほと今くの人がそれをしている力‘は重要ではな＼＼J

回 howの性質
① howのカタマリは（ )! 
② howの後ろの形に注意

• how＋形容詞副詞＋ S’v'~:,.. ""'r J 

He understood< how important it l‘s令＞
r彼はそれが沼てほと•重吾分がわ力＇っ亙

→ how+ 叡’～ •· r .J 

l 如owed hi'm < how 和e machine wo戌s>
r 私は彼I~ その機械がとつ動くのかを示した」
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